
 
瑞應寺用箋 

瑞
應
寺
「
春
季
彼
岸
会
法
要
」
御
案
内 

 

恒
例
の
「
春
季
彼
岸
会
法
要
」
を
今
年
も
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。 

彼
岸
と
は
、
さ
と
り
の
世
界
、
お
浄
土
の
こ
と
で
す
。
お
浄
土
へ
還
え
ら
れ

た
亡
き
先
人
を
偲
び
つ
つ
仏
前
に
香
華
を
お
供
え
し
、
静
か
に
先
人
へ
の
想
い

を
め
ぐ
ら
し
、
み
仏
さ
ま
に
私
の
「
い
の
ち
」
の
生
き
ざ
ま
を
た
ず
ね
る
の
が

彼
岸
会
法
要
で
す
。 

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
お
参
り
い
た
だ
き
、
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
ご
聴
聞
（
聞

法
）
下
さ
い
。
服
装
は
平
服
で
結
構
で
す
。 

 

ご
家
庭
で
の
「
お
彼
岸
会
法
要
」（
三
月
十
七
日
よ
り
二
十
三
日
頃
ま
で
）
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
早
目
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

記 

期
日 

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
日
（
春
分
の
日
） 

時
間 

午
前
十
時
よ
り 

約
二
時
間 

会
場 

瑞
應
寺
本
堂 

講
師 

巖
水 

法
乗 

師 

（
本
願
寺
派
布
教
使
） 

 

バ
ス
ご
利
用
の
お
方
は 

高
槻
市
営
（
三
四
）
梶
原
東
行
「
山
手
町
」
下
車
（
東
へ
約
３
分
） 

往
き 

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
南
（
松
坂
屋
前
）
発
９
時
２
０
分
（
阪
急
高
槻
市
駅
経
由
） 

帰
り 

山
手
町
発
１
２
時
３
９
分
・
１
３
時
３
９
分
（
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
南
経
由
阪
急
高
槻
市

駅
行
） 平

成
二
十
五
年
二
月 

 

高
槻
市
山
手
町 

正
徳
山 

瑞
應
寺 

電
話
０
７
２
―
６
８
５
―
０
８
１
６ 

門
信
徒
の
み
な
さ
ま
へ 


